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大きくなって帰ってきてね
　
　６月１３日、山口県漁協日良居支店が、日前地区でヒラ
メの稚魚７０００匹を放流しました。白鳥海岸では、島中
小学校の子どもたちが７～８センチメートルに育ったヒラ
メの稚魚をバケツに入れてもらい、いっせいに海に放しま
した。小さなヒラメとのお別れは、ちょっとさみしかった
ようですが「大きくなってね」と願いを込めていました。



2広報すおう大島 平成 19 年 ( 2007 年 )7 月号

星野哲郎記念館　７月 26日オープン

６月 19 日、町長らの手に
より定礎の板を設置。

◆星野哲郎記念館入館料金表（消費税込）
区　　分 料　金

大　　人

高校生以上 ５００円
身体障害者手帳または療育手帳もしくは精
神障害保健福祉手帳の交付を受けている人
※受付で提示してください。

２５０円

団体（20名以上）１人につき ４００円

子　　供

中学生以下 ３００円
身体障害者手帳または療育手帳もしくは精
神障害保健福祉手帳の交付を受けている人
※受付で提示してください。

１５０円

団体（20名以上）１人につき ２００円

他 小学生未満 無　料

　星野哲郎記念館にある屋外ステージの利用も可能ですので、各種イベント等で
ご利用ください。
◆屋外ステージ使用料（消費税込）

区　分
基本使用料 超過使用料
３時間まで ３時間を超える１時間までごと

屋外ステージ ２，０００円 １，０００円
備　考
利用者が入場料その他これに類する料金（入場料金）を徴収し、営利、宣伝に
利用する場合は、規定の使用料の１００パーセント増の額を加える。
◆休館日／毎週水曜日（水曜日が祝日の場合は翌日）
◆開館時間／午前９時～午後５時（受付は午後４時 30分まで）

　
「
男
は
つ
ら
い
よ
」「
な
み
だ
船
」「
ア
ン
コ
椿
は
恋
の
花
」「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」

「
兄
弟
船
」
な
ど
、
名
曲
の
数
々
を
手
が
け
た
周
防
大
島
町
出
身
で
名
誉
町
民
の
作
詞

家
星
野
哲
郎
先
生
の
記
念
館
が
、
郷
土
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

開
館
記
念
式
典
は
７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
歌
手
・
作
詞
家
ほ
か
多
数
の
来
賓
が
開

館
を
祝
い
ま
す
。
式
典
は
記
念
館
横
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
も
ち
ま
き

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
の
入
館
は
７
月
26
日
午
前
９
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

周防大島町星野哲郎記念館開館記念式典
◆とき／７月 25 日㈬　午後０時 30分～４時ごろまで
　歌手の北島三郎さん・都はるみさん・水前寺清子さん・鳥羽一郎さん、作
曲家の船村徹さん、作詞家のたかたかしさん他多数の来賓者により、開館記
念式典を行います。
◆注意とお願い／
○式典当日は、星野哲郎記念館内には、来賓者の方以外は入館できません。
○歌手の方は、歌は唄いません。
○歌手、タレント他の方への握手は、ご遠慮いただいております。
○イベントの主な内容は、テープカット（屋外ステージ）、もちまき（文化
交流センター前）です。

●星野哲郎記念館　所在地／山口県大島郡周防大島町大字平野４１７－１１　☎０８２０（７８）０３６５
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大迫力の “星野えん歌 ”映像と
あの人からの 100 字レター

星野劇場
　「星野劇場」は星野作品の世界
観を全身で体感できる映像ホール
です。
　内部は円形で２７０度に拡がる
ワイド３ｍの５面マルチ大型スク
リーンになっており、“ 星野えん
歌 ” をテーマにした大迫力映像と
その歌による「音と光と影」を演
出します。また壁面には「１００
字レター」を設置。
　親しい仲間達から星野哲郎に宛
てた、心あたたまるメッセージを
鑑賞してください。

星野が語る “えん歌 ”の旅路と
名曲映像ライブラリー
星野映像館

　「星野映像館」は映像で星野哲
郎の人となりに触れる映像館で
す。
　「詞の旅路」は、星野哲郎の考
え方、生き方、人柄などをテー
マにした映像で “ えん歌 ” への愛
情、創作への情熱、根底にある優
しさなどを浮き彫りにしていきま
す。ゆかりのある映像や特別企画
展示、懐かしい映像で楽しんでい
ただけます。

唄って体感！
星野えん歌歌酒場へようこそ！

星野歌酒場
　「星野歌酒場」はカラオケを唄
いながら、星野ワールドを体感す
る部屋です。
　室内の歌唱ステージであなたは
その場の主役となって、星野 “ え
ん歌 ” を唄っていただけます。唄
うことで星野ワールドの真髄を、
より深く味わってください。周囲
の壁面には、星野哲郎が提唱し、
“ えん歌起こしの街頭運動 ” とし
て始まった「えん歌蚤の市」の関
連品や星野哲郎ゆかりの品々を展
示しています。

１２のエピソードで綴る
星野哲郎の歩み
星野工房

　「星野工房」は星野哲郎の歩み
を紹介する部屋です。
　星野 “ えん歌 ” の中には、いき
ざまや人との関わりの中から誕生
した作品が数多くあります。それ
らは作品への共感や理解を深める
上で、この上ない情報といえるで
しょう。そこで主なヒット曲の歌
詞とともに、作品が生まれた背景
やエピソードや思い出の品を１２
のパネルにまとめ、今日までの足
跡をたどっていきます。

　また中央部には、若き
日の星野哲郎と仲間達が
通いつめ、歌づくりのヒ
ントを得た思い出の酒場、
新宿 “さくらい ” をイメー
ジ復元しました。

数え切れないヒット曲と
栄冠の宝石箱

星野博品展（収蔵庫）
　「星野博品展」は星野哲郎の半
世紀を超える音楽活動を顕彰する
部屋です。
　星野哲郎がつむぎだす言葉の世
界は、その時代その時代の人々の
心を動かし、励まし、慰め続けて
きました。幾多のミリオンセラー
を生み出し、「日本レコード大賞」
や「日本作詩大賞」をはじめとす
る数多くの栄誉に輝いています。

東和総合支所 入口

５
つ
の
ゾ
ー
ン
で

体
感
す
る

星
野
ワ
ー
ル
ド

○館内には、カラオケ設備がありま
すが、他のお客様とのトラブルにな
らないようにモラルを守ってご利用
ください。（飲食はできません。）
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◎
投
票
で
き
る
人

　

投
票
で
き
る
の
は
、
昭
和
62
年
７
月
30
日

以
前
に
生
ま
れ
た
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民

で
、
選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日
（
７
月
11
日
）

ま
で
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
周
防
大
島
町

の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

（
平
成
19
年
４
月
11
日
ま
で
に
転
入
の
届
出

を
さ
れ
た
人
。）

■
周
防
大
島
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
が
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合

　

周
防
大
島
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

■
他
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
が
周
防
大
島
町
に
転
入
し
た
場
合

　

以
前
投
票
し
て
い
た
市
町
村
で
投
票
で
き

ま
す
。

　
◎
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
・
レ

ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用
で
、
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

◎
不
在
者
投
票

　

病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
入
院
先
の

病
院
が
指
定
病
院
で
あ
れ
ば
病
院
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
長
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵
便

に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
で
、
そ
の
傷

害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に
当
て
は
ま
る
人

や
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
人
に
限
り
ま
す
。
く
わ
し

い
こ
と
は
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

◎
点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に
よ
り
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

◎
代
理
投
票

　

投
票
は
自
分
で
書
い
て
投
票
す
る
の
が
原

則
で
す
が
、
身
体
が
不
自
由
な
ど
の
た
め
、

７
月
29
日
㈰
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
私
た
ち
の
代
表
を
決

め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
よ
く
考
え
て
、代
表
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

自
分
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
代
理
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
入
場
券

　

入
場
券
は
郵
送
で
届
き
ま
す
。
投
票
日
に

は
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
を
忘
れ
た
り
紛
失
し
た
り
し
た
と

き
は
、
当
日
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

◎
投
票
用
紙

　

投
票
用
紙
は
次
の
と
お
り
印
刷
さ
れ
て
い

ま
す
。

・
選
挙
区　

　

薄
い
黄
色
の
紙
に
黒
色
の
イ
ン
ク
で
印
刷

・
比
例
代
表　

　

白
色
の
紙
に
赤
色
の
イ
ン
ク
で
印
刷

　

候
補
者
氏
名
・
政
党
名
は
、
投
票
用
紙
の

決
め
ら
れ
た
枠
内
に
、
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、

カ
タ
カ
ナ
の
ど
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、

正
し
く
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
開
票

・
日
時　

７
月
29
日
㈰
午
後
８
時

・
場
所

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

◎
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
７
４
‐
１
０
０
０

７
月
29
日
は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

投
票
時
間
は
午
後
６
時
ま
で
で
す
。（
前
島
・
情
島
・
馬
ケ
原
投
票
区
は
午
後
５
時
ま
で
）

場所 期間 時間 対象地域

大島庁舎 ７月 13日㈮
～ 28日㈯ 8：30～ 20：00 町内全域

久賀庁舎・橘庁舎
東和総合センター

７月 26日㈭
～ 28日㈯ 8：30～ 17：15 町内全域

各出張所 ７月 25日㈬ 8：30～ 17：15 町内全域
笠佐老人憩の家 ７月 25日㈬ 10：30～ 11：30 笠佐
大島歴史民俗資料館 ７月 27日㈮ 9：00～ 12：00 瀬戸
雨振公民館 ７月 27日㈮ 9：00～ 12：00 雨振
神浦公民館 ７月 27日㈮ 14：00～ 17：00 神浦
伊崎公民館 ７月 27日㈮ 14：00～ 17：00 伊崎
源明区民館 ７月 27日㈮ 9：00～ 12：00 源明
大泊区民館 ７月 27日㈮ 14：00～ 17：00 大泊
長浜集荷場 ７月 27日㈮ 9：00～ 12：00 長浜

◆
期
日
前
投
票
の
日
時
と
場
所
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◆久賀地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）
大崎 大崎公会堂 白石、大崎
山田 山田公会堂 山田上、山田中、山田下

宮崎 久賀福祉セン
ター

向町、八幡下、八幡上、仲町、洲崎、
港町 、戎町、上本町、本町

久賀中央 農業者健康管
理センター

古町、東下津原、東天満町、西天満町、
新開東、新開西、向津原、東中津原、
西中津原、上津原、中瀬田、久保河
内下、久保河内上、丸山、流田、佐
古

畑 畑能庄公会堂 畑能庄
宗光 宗光公会堂 庄地、宗光東、宗光西
前島 前島公民館 前島

椋野 椋野公民館

久保田中郷、花田道面、平原大畑、
木屋原、大元、山下浜東１区、山下
浜東２区、山下浜西１区、山下浜西
２区、西ヶ原

◆大島地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）

三蒲中央 蒲野農村環境改
善センター

東浜北、東浜南、中塚、西の郷、
蔵本、明神松東、明神松西、三蒲
中村、新屋敷、西田、前港、後港、
小山田北、小山田南、流東、流西、
小平

三蒲畑 畑老人憩の家 寺家、東畑、西畑

小松西 小松コミュニ
ティセンター

瀬戸、笠佐、北一西、北一中、北
一東、北二西、北二中、北二東、
南三、南二、南一、宮の下、商船

小松東 大島田舎美術館 屋代中田、沖石、北石、小松中田、
手崎、明新

開作 大島町漁業協同
組合

安迫、水車、新開、砂堀、小方、松ヶ
崎、金屋、唐樋、五反田

志佐 志佐老人憩の家 郷串、浜西、浜東、上湯所、下湯
所

小田 さつき園作業所
上片山、中片山、下片山、石小田、
先小田、中小田、和田、ほのぼの
苑

砂田

屋代ふれあい
ディサービスセ
ンター
「延命の家」

徳神、吉井、郷の坪、吉兼、上北
迫、下北迫、東北迫、上砂田、砂
田、下砂田、川地、羽越

神領 神領コミュニ
ティセンター 神領、中、原、田中、銅

屋代畑 屋代山泉セン
ター

棟畑、屋代中村、奥村、石原、樫
原、自光寺

家房 家房公会堂 大東、久保、家房原、割石

出井 出井老人憩の家 川窪、中開地、天神東、明神、追
通

津海木 津海木老人憩の家 立石、皆地

戸田 沖浦農村環境改
善センター

赤石、中浜、迎原、原定、久保庄、
下庄、坂本、西浜

横見 横見老人憩の家 森添、大歳、塩田

日見

沖浦ふれあい
ディサービスセ
ンター
「延寿の里」

浜、塩町、奥田中、木原、里

◆東和地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）
情 情島公民館 情

伊保田 油田農村環境改
善センター

雨振、伊保田（３区、４区、５区、
６区、７区、８区、９区、10 区、
11区）

小伊保田 小伊保田公民館 小伊保田

油宇 油宇公民館 油宇（13 区、14区、15区、16区、
17区、18区、19区）

馬ヶ原 馬ヶ原公民館 馬ヶ原

和田 和田公民館 和田（東泊、西泊、中泊、庄東、庄西、
庄里）

内入 内入公民館 内入東、内入西
小泊 小泊公民館 小泊（東、東中、西中、天神）

和佐 和佐公民館 和佐（磯、東浜、東中浜、西浜、大西、
郷）、神浦（東、西）

森野 東和図書館（旧
森野小学校）

森（水上、鹿老渡、片上、盛浜、
走出）、平野（後園、祇園、塩屋、
内浜、江口、為栗、本平野、防河内、
鎌田）

大小積 海辺の家おつみ 小積、大積

西方 西方公民館 長崎東、長崎西、下田東、下田中、
下田西、西方

船越 船越公民館 船越東、船越中、船越西

外入 白木多目的共同
利用施設

伊崎、外入（西泊、東泊、下妙見、
上妙見、宮下、郷、西三下、東三下）

地家室 地家室会館別館 地家室西、地家室中、地家室郷、
地家室東

佐連 佐連会館 佐連東、佐連中、佐連西

沖家室 旧沖家室小学校 沖家室南、沖家室中、沖家室峠、
沖家室刈山、沖家室岡、沖家室鼻

◆橘地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）
鹿家 鹿家地区農事集会所 鹿家

安下庄東 原地区学習等供用
施設

栄、安高、橘福祉会、原、古
城

安下庄中央 橘総合センター
和戸、塩宇、西浦、真宮、正
分、おれんじヒルズ、長尾天
満、安下、立島、源明

安下庄西 橘ウインドパーク
三ツ松東、三ツ松中、三ツ松
西、川間、田中、庄南、庄北、
大泊

秋 秋老人憩の家 吉浦、江頭、下開地、西開地、
神田

日前郷 日前郷公民館 貞広、大光寺、新屋上、新屋
下

日前浜 しらとり苑
長浜、浜西、浜西中、浜中、
日良居病院、愛和苑、浜東、
日良居団地

土居 日良居出張所
土居西上、土居西下、土居西
中、土居東中、土居東上、土
居東下

油良 旧日良居農協油良
連絡所

油良西、油良西中、油良東中、
油良東、たちばな園、油良郷

江ノ浦 浮島漁村センター 江ノ浦西、楽ノ江、江ノ浦東

樽見 浮島地区学習等供
用施設 樽見

※投票時間：午前 7時から午後 6時まで
（ただし、前島・情・馬ヶ原投票区は午後 5時まで）当日投票所一覧
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持続可能な行政へ　待ったなし！行財政改革③

　

周
防
大
島
町
内
の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
平
成
14
年
４
月
の
再
編
か
ら

現
在
ま
で
次
の
よ
う
な
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
バ
ス
路
線
に
お

い
て
生
じ
た
欠
損
は
、
国
・
県
・
町
が
全
額
負
担
し
て
お
り
、
平
成
18
年
度

の
実
績
お
よ
び
平
成
16
年
度
か
ら
18
年
度
ま
で
の
運
賃
収
入
お
よ
び
町
負
担

額
の
動
向
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１．大島本線および安下庄線を防長交通㈱が１社
　運行し、コストの低減を見込む。
２．防長交通㈱の安下庄線参入に伴い白木半島線
　について、城山小学校他 2校のスクールバスを
　町が運行し、これに一般利用者の混乗を行う。
３．大島本線および安下庄線の効率化を図るため
　運行回数の見直しを行い、現行の８割程度の運
　行便数にする。
４．町立病院の患者輸送車は当面維持し、一元化
　については将来の課題とする。
５．将来ともバス路線の維持を図るため、一般住民、
　県立高校の通学生および町職員の利用促進を進
　める。

◆バス路線運行水準および経費負担状況（平成１８年度実績） 　

路線名 系統数
運行便数
（平日）

欠損額　　　
　　　（千円）

輸送人員
キロ当たり
運行経費

輸送 1人当
り町負担額

大島本線 ３ ４３便 △ 39,592 181,345 人 224 円 114 円

安下庄線 １ ３０便 △ 43,420 123,234 人 344 円  167 円 

白木半島線 ６ １５便 △ 14,910 32,843 人 193 円  423 円  

奥畑線 １ １４便 △ 4,750 11,428 人 154 円 250 円  

計 １１ １０２便 △ 102,672 348,850 人  ― ―

 ◆運賃収入および町負担の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

区　　分
１６年度 １７年度 １８年度

金額 増減率 金額 増減率 金額 増減率

運賃収入 132,388 △ 7.2％ 123,404 △ 6.8％ 118,933 △ 3.6％

町欠損負担額 45,307 11.9％ 50,486 11.4％ 55,782 10.5％

標準財政規模 9,177,268 △ 1.7％ 9,280,490 1.1％ 9,144,736 △ 1.5％

※増減率は対前年比です。
※標準財政規模とは、地方公共団体の一般財源の標準規模を示すものです。

　

以
上
の
現
状
か
ら
町
内
の
生
活

バ
ス
交
通
の
問
題
点
と
し
て
次
の

点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

○
現
在
の
バ
ス
路
線
は
、
す
べ
て

赤
字
路
線
で
そ
の
赤
字
を
国
県
補

助
金
お
よ
び
町
が
負
担
し
て
い
る

が
、
町
の
財
政
規
模
が
縮
小
す
る

な
か
、
近
年
利
用
者
の
減
少
と
と

も
に
、
国
県
の
補
助
率
が
低
下
し

町
負
担
が
毎
年
10
％
以
上
伸
び
て

い
る
。

○
1
キ
ロ
当
た
り
の
運
行
経
費
並

び
に
輸
送
人
員
1
人
当
り
の
町
の

負
担
額
は
、
路
線
に
よ
り
バ
ラ
つ

き
が
あ
る
。

○
路
線
バ
ス
と
同
じ
路
線
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
や
患
者
輸
送
車
が
運

行
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
路
線
バ
ス

の
利
用
者
が
減
少
す
る
状
況
が
あ

る
。

　

こ
れ
ら
生
活
バ
ス
交
通
の
問
題

点
を
検
討
す
る
た
め
、庁
内
に
「
生

活
交
通
政
策
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
、
町
議
会
交
通
体
系
小
委
員

会
等
の
助
言
を
得
な
が
ら
検
討
を

進
め
、
平
成
19
年
10
月
1
日
以
降

の
当
面
の
改
善
策
と
し
て
次
の
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

以上の改善策の試算を行った結果、約 3,100
万円程度の経費削減効果が見込めます。

平成 19年 10 月 1日実施の
生活バス交通改善策

周防大島町生活バス交通の改善策について（経費削減効果３１００万円）
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今
年
８
月
１
日
は
、
周
防
大
島
町
の
名
誉
町

民
で
も
あ
る
民
俗
学
者
、宮
本
常
一（
１
９
０
７

〜
１
９
８
１
年
）
の
生
誕
百
年
に
な
り
ま
す
。

　

宮
本
ほ
ど
日
本
と
日
本
人
、
そ
し
て
こ
の
郷

土
を
確
か
な
ま
な
ざ
し
で
と
ら
え
た
人
は
い
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
生
誕
百
年
に
あ
た
り
、
行
政
と
各
種
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
設
置
し
た
「
宮
本
常
一
生

誕
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
に
よ
り
、
記

念
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

｢

長
州
大
工｣

調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会
で
は

今
年
度
、｢

長
州
大
工｣

に
関
す

る
調
査
お
よ
び
、
調
査
結
果
の
発

表
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

  

つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

※
長
州
大
工
と
は
、
江
戸
時
代
か

　

ら
明
治
、
大
正
の
こ
ろ
に
か
け

　

て
、
周
防
大
島
を
拠
点
に
活
動

　

し
、
各
地
に
社
寺
な
ど
を
建
て

　

た
大
工
の
こ
と
で
す
。

■
活
動
期
間
／

　

平
成
19
年
８
月
か
ら
平
成
20
年

　

３
月
末
日
ま
で
（
日
程
は
参
加

　

者
の
都
合
に
応
じ
て
調
整
し
ま

　

す
。）

■
調
査
対
象
／

　

町
内
の
社
寺
な
ど
伝
統
的
建
築

　

物
■
活
動
内
容
／

　

デ
ジ
タ
ル
写
真
に
よ
る
記
録
作

　

成
、
棟
札
調
査
な
ど

■
研
修
／
今
夏
予
定

■
応
募
資
格
／

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
高
校
生
以

　

上
の
方

■
締
め
切
り
／
７
月
末
日

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

文
化
振
興
会
事
務
局

　
（
周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
７
８
‐
２
２
０
５

◎
実
行
委
員
会
事
務
局

　

周
防
大
島
町
平
野
２
６
９
‐
44

　

町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課
内

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
５

◎宮本常一著作集ブックガイド出版
◆内容／　　　　
未来社から出版されている「宮本常一著作集」の１
巻から 43 巻および別集１，２の内容を１巻につき
２４００字程度に要約し、１冊にまとめ出版
◆体裁／Ａ５版　約１００ページ、40巻分刊行予定
◆刊行予定／平成 19年７月末

◎宮本常一副読本作成
◆内容／宮本常一の生い立ちや業績などを、児童生徒
にわかりやすく解説したり、彼のフィールドワークの
「あるく　みる　きく」を具体的に小学校の社会科や
総合的な学習の時間に生かすための副読本作成
◆刊行予定／平成 19年８月

◎宮本常一農漁村採訪録Ⅵ
◆内容／長崎県対馬漁村・漁業調査ノート（上）
◆体裁／Ａ５版　３５０ページ　１冊１，５００円
◆刊行予定／平成 19年７月末

◎宮本常一農漁村採訪録Ⅶ
◆内容／長崎県対馬漁村・漁業調査ノート（下）
◆体裁／Ａ５版　約３５０ページ　１冊１，５００円
◆刊行予定／平成 20年３月　

宮
本
常
一　

生
誕
百
年
記
念
事
業

◆とき／８月１日㈬
◆ところ／東和総合センター　（入場無料） 
◆内容／
　13：30 ～　　記念式典
　14：00 ～　　特別講演
　　講師　佐野眞一氏（ノンフィクション作家）
　　演題　「宮本常一から学んだこと」
　15：45 ～　　一人芝居「土佐源氏」　坂本長利氏
　19：30 ～　　宮本常一を語る車座談義（服部屋敷）

◎生誕百年記念の集い

◆とき／７月 20日㈮～８月 20日㈪　
　　　　9：00～ 17：00
◆ところ／東和総合センター　大ホール（入場無料）
◆内容／「宮本常一が歩いた昭和 30年代の日本」

◎写真パネル展

２００７．８．１
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国保 70 歳未満

区　　分 1食当たりの食事代 1か月の一部負担金

上位所得者 260 円（減額なし）
150,000 円 +

医療費が 500,000 円を超えた場合は、
その超えた分の 1％を加算

一　　　般 260 円（減額なし）
80,100 円 +

医療費が 267,000 円を超えた場合は、
その超えた分の 1％を加算

町民税非課税世帯等で
過去１年間の入院日数が

35,400 円　　　　90日以内の入院 210 円

　　　　90日を超える入院 160 円

　

減
額
認
定
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
場
所
／
最
寄
り
の
総
合
支
所
、
出
張
所

■
準
備
す
る
も
の
／

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

②
老
人
医
療
の
受
給
者
は
、
老
人
医
療
受
給
者
証　

③
印
鑑

※
現
在
減
額
認
定
証
等
を
お
持
ち
の
方
へ

　

現
在
使
用
し
て
い
る
減
額
認
定
証
等
の
有
効
期
限
は
7
月
末
日
で

す
。
7
月
末
に
更
新
用
の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
必

要
な
方
は
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
県
民
税
等
の
申
告
を
し
て
い
な
い
と
、
町
県
民
税
の
非
課
税
世
帯

等
に
属
す
る
方
か
ど
う
か
の
判
定
が
で
き
ず
、
減
額
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
／
医
療
保
険
課
☎
７
７
‐
５
５
０
２

　

入
院
し
た
と
き
に
、
表
の
と
お
り
一
部
負
担

金
や
食
事
代
が
安
く
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
（
注
）
減
額
認
定
証
等
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
し
な
い
と
、
減
額
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国民健康保険被保険者と老人医療受給者の皆様へ

国保70歳以上・老人保健

区　　分 1食当たりの
食事代

1か月の
一部負担金

町民税非課税世帯等で
過去１年間の入院日数が

24,600 円　　　90 日以内の入院 210 円

　　　90 日を超える入院 160 円

町民税非課税世帯等で
所得が一定の基準以下 100 円 15,000 円

国保 70 歳以上・老人保健（療養病床に入院したとき）

区　　分 1食当たりの
食事代

1日当たりの
居住費

町民税非課税世帯等 210 円 320 円
（減額なし）

町民税非課税世帯等で
所得が一定の基準以下 130 円 320 円

（減額なし）

（うち老齢福祉年金受給者） （100 円） （0円）

東和庁舎移転のお知らせ

　7月 17 日から、東和総合支所（窓
口班・地域支援班）と東和保健センター
は、新しい庁舎で業務を開始します。
◆所在地／
　周防大島町大字平野４１７‐11
　☎７８‐１１１０
　（星野哲郎記念館に併設）

環境生活部移転のお知らせ

　東和庁舎の移転に伴い、環境生活
部（生活衛生課・環境施設課・上
下水道課）が、久賀東庁舎（旧ハロー
ワーク大島）に移転することにな
りました。
　時期は８月を予定していますが、
詳細は決まり次第お知らせします。

移
転
し
ま
す

町
職
員
の
異
動

○
退
職
（
平
成
19
年
６
月
30
日
付
）

　

岩
本
一
栄
（
橘
給
食
セ
ン
タ
ー
）
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【
相　

談
】

　

購
入
し
て
数
回
し
か
着
て
い
な

い
セ
ー
タ
ー
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に

出
し
た
と
こ
ろ
、
変
色
を
し
て
し

ま
っ
た
。
弁
償
し
て
ほ
し
い
。

【
処
理
】

　

事
故
原
因
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業

者
に
あ
る
場
合
は
、「
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
事
故
賠
償
基
準
」
に
よ
っ
て

損
害
が
賠
償
さ
れ
る
こ
と
を
説
明

し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

一
般
的
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
、「
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
賠
償
基
準
」
を

参
考
に
当
事
者
間
の
話
し
合
い
で

解
決
し
ま
す
。
こ
の
基
準
は
、
全

国
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
環
境
衛
生
同
業

組
合
連
合
会
が
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

事
故
が
起
き
た
場
合
、
消
費
者
に

保
証
す
る
た
め
に
定
め
た
基
準
で

す
。
こ
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
の

は
、「
Ｓ
マ
ー
ク
」「
Ｌ
Ｄ
マ
ー
ク
」

の
表
示
の
あ
る
店
で
す
。
加
盟
店

以
外
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
賠
償
基

準
を
目
安
に
交
渉
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
消
費
者
が
洗
濯

物
を
受
け
取
っ
て
6
か
月
、
ま
た

は
事
業
者
が
洗
濯
物
を
預
か
っ
て

か
ら
1
年
を
過
ぎ
る
と
補
償
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
出
す
前
に

は
、
破
れ
や
ほ
つ
れ
は
繕
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
出
す
と
き
に
は
、

シ
ミ
が
あ
る
場
合
、
シ
ミ
の
場
所

や
何
の
シ
ミ
か
な
ど
伝
え
ま
し
ょ

う
。
受
け
取
る
と
き
に
は
、
そ
の

場
で
仕
上
が
り
具
合
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、持
ち
帰
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
袋
か
ら
取
り
出
し
、
風
通

し
の
よ
い
場
所
で
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト
ラ
ブ
ル

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

受
章

か
し
こ
い
消
費
者

◆
瑞
宝
双
光
章

　

安
岡
正
介
さ
ん

（
元
公
立
学
校
長　

小
松
開
作
）

いよいよ大島地区でも地上デジタル放送開始！
大島局８月開局

　昨年 10月１日、地上デジタル放送が県内でもスタートしまし
た。地上デジタル放送では、ハイビジョンの高画質・高音質に
加えて、いつでもニュースや天気予報が見られる「データ放送」
や携帯電話で番組が楽しめる「ワンセグ」など、これまでのア
ナログ放送にはなかった新しいサービスが楽しめます。
　現在、NHKと民放 3社では、地上デジタル放送の県内サービ
スエリア拡大のため順次中継局の建設を進めており、いよいよ
８月、大島地区を中心に地上デジタル放送をお楽しみいただけ
る大島デジタル中継局が開局します。
　地上デジタル放送をご覧いただくには、地上デジタル放送対
応のデジタルテレビに買い換えるか、今お使いのテレビにデジ
タルチューナーやデジタルチューナー内蔵録画機器を買い足せ
ば視聴可能です。

山口地上デジタル放送推進協議会

表彰

◆
第
１
回
女
性
い
き
い
き
大
賞

　
（
５
月
29
日
・
山
口
県
総
合
保
健
会
館
）

　

コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
奨
励
賞　

カ
ト
レ
ア
ク
ラ
ブ

　

住
み
よ
い
地
域
社
会
と
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
を
願
っ
て
創
設
さ
れ
た
賞
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
等
に
女
性

が
中
心
と
な
っ
て
い
き
い
き
と
活
動
さ
れ
て
い
る
団

体
に
贈
ら
れ
ま
す
。
カ
ト
レ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
家
房
・

戸
田
地
区
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
愛
好
者
の

サ
ー
ク
ル
で
、
地
域
の
祭
り
へ
の
参
加
や
老
人
福
祉

施
設
へ
の
慰
問
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

地上デジタル放送の受信に関する相談、問い合わせ先
総務省地デジコールセンター　　　　０５７０－０７－０１０１
ＮＨＫ（受信相談コールセンター）　  ０５７０－００－３４３４
ＫＲＹ山口放送　　　　　　　　　　０８３４－３２－３０３９
ＴＹＳテレビ山口　　　　　　　　　０８３－９０１－３３３３
ＹＡＢ山口朝日放送　　　　　　　　０８３－９３３－１１１１

２０１１年（４年後）の７月までに
今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は終了します
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地
域
の
防
災
訓
練

　

６
月
９
日
、
三
蒲
の
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
㈶
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
の
補
助
を
受
け
て

改
修
さ
れ
た
も
の
で
、
屋
根
と
壁
が
新
た
に
設
置
さ
れ

た
ほ
か
プ
ー
ル
サ
イ
ド
も
塗
り
か
え
ら
れ
、
ス
ロ
ー
プ

や
障
害
者
用
の
ト
イ
レ
も
整
備
。
き
れ
い
で
使
い
や
す

い
プ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
の
あ
と
、
水
中
運
動
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
や
大
島

郡
体
育
協
会
水
泳
部
に
よ
る
模
範
泳
法
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
一
般
に
も
無
料
開
放
さ
れ
、

ま
だ
少
し
水
が
冷
た
い
な
が
ら
も
、
子
ど
も
達
は
元
気

一
杯
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

久
賀
本
町
地
区
で
６
月
10
日
、

地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
賀
保
育

園
で
東
消
防
署
職
員
の
防
災
に
対

す
る
講
義
を
受
け
た
後
、
実
習
を

兼
ね
て
消
火
栓
を
点
検
。

　

参
加
し
た
地
域
の
方
々
は
、
消

火
栓
の
使
い
方
や
ホ
ー
ス
の
つ
な

ぎ
か
た
な
ど
を
消
防
団
員
と
と
も

に
見
学
し
防
災
へ
の
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

B ＆ Gプールリニューアル

ホクレア号エンブレムを寄贈

　

大
島
商
船
高
専
か
ら
、
ホ
ク

レ
ア
号
の
周
防
大
島
寄
港
記
念

と
し
て
製
作
さ
れ
た
エ
ン
ブ
レ

ム
（
紋
章
）
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
同
校
ロ
ボ
コ
ン

部
員
自
ら
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ス

テ
ン
レ
ス
を
加
工
し
、
ホ
ク
レ

ア
号
に
贈
呈
し
た
も
の
。

　

同
部
は
ロ
ボ
コ
ン
全
国
大
会

に
何
度
も
出
場
し
、
こ
れ
ま
で

２
回
大
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
全
国
的
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。
エ
ン
ブ
レ

ム
は
町
の
他
に
ハ
ワ
イ

移
民
資
料
館
、
グ
リ
ー

ン
ス
テ
イ
長
浦
に
も
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
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看
護
師
の
象
徴
と
も
い
え
る
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ

プ
を
授
か
る
戴
帽
式
が
６
月
15
日
、
大
島
看
護

専
門
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
看
護
師
を
目
指

し
て
１
年
間
学
ん
で
き
た
２
年
生
40
人
が
、
学

校
長
か
ら
ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
与
え
ら
れ
、
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
像
か
ら
ろ
う
そ
く
に
灯
を
と

も
し
壇
上
に
上
が
り
ま
し
た
。

　

学
校
関
係
者
や
家
族

が
見
守
る
中
、
そ
ろ
っ
て

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

看
護
へ
の
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
今
後
は
病

院
な
ど
で
実
習
を
受
け

な
が
ら
看
護
師
へ
の
道

を
歩
み
ま
す
。

看
護
専
門
学
校
で
戴
帽
式

陸奥慰霊祭

海
上
か
ら
危
険
箇
所
点
検

　

伊
保
田
の
陸
奥
記
念
公
園
で
陸
奥
慰

霊
祭
が
６
月
８
日
行
わ
れ
、
昭
和
18
年

に
戦
艦
陸
奥
の
沈
没
事
故
で
亡
く
な
っ

た
１
１
２
１
人
の
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
戦
争
に
よ
り
沈
没
し
た
艦

船
を
潜
水
し
て
撮
影
し
、
慰
霊
を
続
け

て
い
る
千
葉
県
の
写
真
家
田
中
正
文
さ

ん
が
、
今
年
５
月
に
撮
影
し
た
戦
艦
陸

奥
の
写
真
と
引
き
上
げ
た
遺
品
を
陸
奥

顕
彰
会
に
寄
贈
。
海
中
の
船
の
状
況
を

遺
族
に
報
告
し
ま
し
た
。
写
真
と
遺
品

は
陸
奥
記
念
館
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
８
日
、
梅
雨
入
り
を
前
に
土
砂

災
害
な
ど
の
起
き
そ
う
な
場
所
を
海
か

ら
調
査
・
点
検
す
る
た
め
、
大
島
商
船

の
協
力
の
も
と
町
消
防
団
や
消
防
、
警

察
、
土
木
事
務
所
の
職
員
ら
が
実
習
船

「
す
ば
る
」
で
大
島
郡
を
一
周
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
と
大
島
商
船
の
災
害
時

に
お
け
る
連
携
協
力
の
一

環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

船
上
か
ら
双
眼
鏡
な
ど
を

片
手
に
調
査
。
沿
岸
部
に

が
け
崩
れ
等
が
数
箇
所
発

見
さ
れ
た
も
の
の
、
日
常

生
活
に
影
響
を
与
え
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

県
内
ト
ッ
プ
の
海
開
き

　

６
月
27
日
、
逗
子
ケ
浜
と
片
添

ケ
浜
海
水
浴
場
で
海
開
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
片
添
の
砂
浜
で
は
、

シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
る
神
事

の
後
、
浮
き
輪
を
手
に
集
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
初
泳
ぎ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
最
初
は
冷
た
い
海
に
戸

惑
っ
て
い
た
子
ど
も
も
、
す
ぐ
に

水
に
慣
れ
て
元
気
に
水
し
ぶ
き
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。
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お知らせ７月

試
験

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
消

防
職
員
採
用
試
験

■
受
験
資
格
／

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
高
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力

を
有
す
る
人
。（
平
成
20
年
３
月
卒

業
見
込
み
を
含
む
。）

■
受
験
申
込
期
間
／

　

７
月
20
日
㈮
〜
８
月
14
日
㈫

　
（
午
後
５
時
ま
で
）

■
第
一
次
試
験
日
／
９
月
16
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
／

　

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
２

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
編

入
学
生
募
集

■
募
集
人
員
／

　

電
子
機
械
工
学
科　

若
干
名

　

情
報
工
学
科　
　
　

若
干
名

■
編
入
学
年
次
／
第
４
学
年

■
出
願
資
格
／

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
ま

た
は
平
成
20
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
人
で
、
在
学
（
出
身
）
高
等
学

校
長
が
本
校
の
教
育
に
適
す
る
と

認
め
推
薦
で
き
る
人

■
願
書
受
付
期
間
／

　

７
月
30
日
㈪
〜
８
月
１
日
㈬

■
検
査
日
時
／

　

８
月
24
日
㈮　

午
前
９
時
〜

■
願
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　

学
生
課
教
務
係

☎
７
４
‐
５
４
７
３

講
習

テ
ー
マ
別
介
護
講
座
（
前
期
）

■
対
象
者
／

　

在
宅
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
や

介
護
に
興
味
の
あ
る
方
で
全
日
程

参
加
で
き
る
方

■
受
講
定
員
／
24
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
参
加
費
／
無
料

■
日
程
／

・
第
１
回　

８
月
31
日
㈮

　
「
体
位
変
換
と
姿
勢
保
持
」

・
第
２
回　

９
月
５
日
㈬

　
「
排
泄
介
護
の
方
法
」

・
第
３
回　

９
月
11
日
㈫

　
「
移
乗
介
護
の
方
法
」

・
第
４
回　

９
月
20
日
㈭

　
「
車
い
す
の
操
作
方
法
・
歩
行
介

　

護
」

・
第
５
回　

９
月
26
日
㈬

　
「
ま
と
め
」

※
時
間
は
午
後
１
時
〜
４
時

■
開
催
場
所
／

　

山
口
県
周
防
大
島
看
護
実
習
普

　

及
セ
ン
タ
ー

　
（
小
松
１
３
８
８
‐
６
）

■
申
込
方
法
／

　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
８
月
20
日
㈪
ま
で

に
セ
ン
タ
ー
ま
で
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

　

及
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
‐
２
３
０
０

看
護
力
再
開
発
講
習
会

■
対
象
者
／

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、　

　

准
看
護
師
の
未
就
業
者

■
日
程
・
申
込
期
限
／

○
前
期

　
（
申
込
期
限
８
月
10
日
㈮
）

・
１
コ
ー
ス
（
講
義
）

　

９
月
４
日
㈫
〜
６
日
㈭

・
２
コ
ー
ス
（
見
学
実
習
）

　

９
月
11
日
㈫
〜
13
日
㈭

・
３
コ
ー
ス
（
見
学
実
習
・
講
義
）

　

９
月
19
日
㈬
〜
21
日
㈮

○
後
期

　
（
申
込
期
限
11
月
12
日
㈪
）

・
１
コ
ー
ス
（
講
義
）

　

12
月
５
日
㈬
〜
７
日
㈮

・
２
コ
ー
ス
（
見
学
実
習
）

　

12
月
11
日
㈫
〜
13
日
㈭

・
３
コ
ー
ス
（
見
学
実
習
・
講
義
）

　

12
月
18
日
㈫
〜
20
日
㈭

■
会
場
／

　

講
義
は
山
口
県
看
護
研
修
会
館

　
（
防
府
市
上
右
田
２
６
８
６
）

　

見
学
実
習
は
希
望
す
る
地
域
の

　

施
設

■
受
講
料
／
無
料

■
諸
経
費
／

　

コ
ー
ス
（
３
日
間
）
別
に

　

１
０
０
０
円

　
（
１
日
参
加
も
１
０
０
０
円
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
５
（
２
４
）
５
７
９
１

山口県柳井土木建築事務所
からのお知らせ

　７月 27 日から 30 日まで「森と湖に
親しむ旬間」の行事として屋代ダムの
見学会を実施します。町民の皆様の参
加をお待ちしています。
◆日時／
　７月 27 日㈮～ 30 日㈪までの間で、
午前８時 30 分～午後５時までの間随
時。土曜日、日曜日も実施します。
◆場所／屋代ダム管理所☎ 74‐4400
　（周防大島町東屋代）
◆問い合わせ／
　柳井土木建築事務所
☎０８２０（２２）０７１７
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募
集

お知らせ７月

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局
事

務
職
員
募
集
要
項

■
職
種
／
事
務
職
員

■
採
用
予
定
人
員
／
若
干
名

■
採
用
予
定
年
月
日
／

　

平
成
20
年
４
月
１
日

■
受
験
資
格
／

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　

61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
者

■
採
用
条
件
／

　

次
の
各
号
に
従
事
で
き
る
者

①
宿
直
、
日
直

②
患
者
輸
送
車
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
）

の
運
転
（
大
型
自
動
車
免
許
保
持

者
、
ま
た
は
取
得
で
き
る
者
）

③
ボ
イ
ラ
ー
（
２
級
）
取
扱
者
並

び
に
危
険
物
（
乙
四
類
）
取
扱
者

（
前
記
免
許
保
持
者
、
ま
た
は
取
得

で
き
る
者
）

■
受
付
期
間
／

　

７
月
17
日
㈫
〜
８
月
17
日
㈮

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
）

■
試
験
方
法
／

　

教
養
試
験
、
小
論
文
他

■
試
験
日
／
９
月
16
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
／

　

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局　

　

総
務
部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を

募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
周
防
大
島
町
な
が
う

ら
ス
ポ
ー
ツ
滞
在
型
施
設
等
（
グ

リ
ー
ン
ス
テ
イ
な
が
う
ら
お
よ
び

長
浦
ス
ポ
ー
ツ
海
浜
ス
ク
エ
ア
）

の
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管

理
者
制
度
の
趣
旨
や
施
設
の
設
置

目
的
を
十
分
に
理
解
し
、
公
正
か

つ
効
率
的
に
管
理
運
営
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
指
定
管
理
者
の
公
募

を
行
い
ま
す
。

　

募
集
要
項
等
に
つ
い
て
は
７
月

下
旬
ご
ろ
商
工
観
光
課
お
よ
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
予

定
で
す
。

※
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

従
来
の
管
理
委
託
制
度
と
は
異

な
り
、
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
活
用
し

つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

コ
ス
ト
の
節
減
等
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

　
　
　
子
育
て
家
庭
応
援
優
待
事
業

の
協
賛
事
業
所
を
募
集

　

子
育
て
家
庭
（
18
歳
未
満
の
子

ど
も
や
妊
娠
中
の
人
が
い
る
家

庭
）
に
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
事
業
所
を
募
集
し

て
い
ま
す
。（
平
成
19
年
10
月
サ
ー

ビ
ス
開
始
）

■
優
待
サ
ー
ビ
ス
の
例
／

　

料
金
の
割
引
、
ポ
イ
ン
ト
加
算
、

景
品
の
提
供
な
ど
（
事
業
所
が
独

自
に
設
定
）

■
申
込
方
法
／

　

県
こ
ど
も
未
来
課
や
町
福
祉
課

に
用
意
し
て
あ
る
協
賛
申
込
書

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
入
手
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.yam

ag
u
ch
i-

kosodate.net/yutai/

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

　

や
ま
ぐ
ち
子
育
て
県
民
運
動
推

　

進
会
議

　
（
県
こ
ど
も
未
来
課
内
）

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
７
５
４

フ
ァ
ッ
ク
ス

　

０
８
３
（
９
３
３
）
２
７
５
９

Ｅ
メ
ー
ル　

yutai@
yam
aguchi-

kosodate.net

自
衛
官
募
集

○
防
衛
大
学
校
学
生

■
応
募
資
格
／

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
21
歳

　

未
満
の
人

■
受
付
期
間
／

・
推
薦　

９
月
上
旬

・
一
般　

９
月
上
旬
〜
下
旬

○
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

■
応
募
資
格
／

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
21
歳

　

未
満
の
人

■
受
付
期
間
／
９
月
上
旬
〜
下
旬

○
航
空
学
生
（
海
・
空
）

■
応
募
資
格
／

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
21
歳

　

未
満
の
人

■
受
付
期
間
／

　

８
月
上
旬
〜
９
月
下
旬

○
看
護
学
生

■
応
募
資
格
／

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
24
歳

　

未
満
の
人

■
受
付
期
間
／
９
月
上
旬
〜
下
旬

○
一
般
曹
候
補
生

■
応
募
資
格
／

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
受
付
期
間
／

　

８
月
上
旬
〜
９
月
上
旬

○
２
等
陸
・
海
・
空
士

■
応
募
資
格
／

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

■
受
付
期
間
／

・
男
子　

年
間
を
通
じ
て

・
女
子　

８
月
上
旬
〜
９
月
下
旬

○
自
衛
隊
生
徒
（
陸
）

■
応
募
資
格
／

　

中
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
17
歳

　

未
満
の
人

■
受
付
期
間
／

　

11
月
上
旬
〜
１
月
上
旬

■
問
い
合
わ
せ
／

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

自
衛
官
募
集
説
明
会

　

各
時
間
帯
に
お
越
し
い
た
だ
け

れ
ば
担
当
者
が
説
明
し
ま
す
。

○
光
地
区

■
日
時
／
７
月
24
日
㈫

　

午
後
1
時
〜
５
時

■
場
所
／
光
市
役
所
本
庁

　

３
階
会
議
室

○
柳
井
地
区

■
日
時
／
７
月
23
日
㈪
・
24
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
８
時

■
場
所
／

　

自
衛
隊
柳
井
地
域
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
／

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

７月は
「社会を明るくする運動」

強調月間です。

　社会を明るくする運動は、犯
罪や非行の防止と、罪を犯した
人たちの更生への理解を深める
全国的な運動です。
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お知らせ７月

相
談

特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
８
月
６
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
大
島
庁
舎

■
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

■
日
時
／

　

８
月
４
日
㈯
・
９
月
１
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
相
談
受
付
電
話
番
号
／

☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

■
相
談
内
容
／

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
等
に
よ

　

る
多
重
債
務
者
を
対
象
と
し
た

　

無
料
電
話
相
談

■
問
い
合
わ
せ
／

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
０
８
３
５
（
２
２
）
６
５
３
３

Ｉ
Ｔ
講
習
受
講
者
募
集

　

大
島
商
船
高
専
の
先
生
が
最
新

の
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
使
い
方
を
や
さ

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◎
文
字
入
力
か
ら
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
基

礎
コ
ー
ス
（
講
師
・
大
島
商
船
高

等
専
門
学
校　

古
藤
教
官
）

■
学
習
内
容
／

①
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０
７
と
は

②
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
基
本
操
作

③
ブ
ッ
ク
の
基
本
操
作

④
表
作
成
の
基
礎

⑤
表
の
編
集

⑥
数
式
と
関
数

⑦
グ
ラ
フ
の
作
成

⑧
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
操
作

⑨
印
刷

■
日
程
／

　

9
月
5
日
㈬
・
7
日
㈮

　

10
日
㈪
・
12
日
㈬

　

14
日
㈮
・
16
日
㈰

■
時
間
／
午
後
7
時
〜
9
時

■
対
象
者
／

　

パ
ソ
コ
ン
使
用
経
験
の
あ
る
小

　

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一

　

般
の
方

※
小
学
校
低
学
年
の
児
童
は
保
護

者
同
伴
（
講
習
代
は
１
人
分
）
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
習
代
／
３
５
０
０
円

■
テ
キ
ス
ト
代
／
１
７
８
５
円

■
会
場
／

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

■
定
員
／
20
名

■
申
し
込
み
締
め
切
り
／

　

８
月
17
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

湯
う
湯
う
温
水
プ
ー
ル
運
動

教
室
受
講
者
募
集

　

水
中
運
動
は
「
浮
力
」
に
よ
り

関
節
な
ど
体
に
負
担
の
少
な
い
状

態
で
運
動
で
き
、
陸
よ
り
効
率
的

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
で
き
ま

す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
や
転
倒
予
防
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者
・
募
集
人
数
／

　

町
内
の
65
歳
〜
79
歳
（
介
護
保

　

険
非
該
当
）
の
方　

20
名

※
応
募
多
数
の
場
合
、
同
教
室
未

受
講
者
を
優
先
。

■
受
講
日
時
／

　

９
月
５
日
〜
11
月
21
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

毎
回
水
曜
日
に
実
施

■
受
講
場
所
／

　

竜
崎
温
泉　

温
水
プ
ー
ル

■
受
講
内
容
／

　

水
中
歩
行
・
水
中
体
操
・
講
話

　

を
中
心
と
し
た
全
12
回
コ
ー
ス

■
持
っ
て
く
る
も
の
／

　

水
着
、
水
泳
帽
、
利
用
料

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
お
よ

び
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
は
、

対
象
者
の
医
療
に
要
す
る
経
費
の

う
ち
医
療
保
険
の
自
己
負
担
額
を

公
費
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。

○
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

■
対
象
と
な
る
人
／　

①
年
齢
要
件　

０
歳
〜
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
乳
幼
児

②
所
得
要
件　

税
額
控
除
（
配
当

控
除
、
外
国
税
額
控
除
、
調
整
控

除
）
前
の
市
町
民
税
所
得
割
額

１
３
６
７
０
０
円
以
下
の
世
帯（
父

母
の
合
算
額
）

○
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

■
対
象
と
な
る
人
／

①
世
帯
要
件

ア　

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
を
養
育
す
る
母
子
家
庭
の
母

お
よ
び
当
該
児
童　
　

イ　

父
母
の
い
な
い
18
歳
に
達
す

る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童

②
所
得
要
件　

市
町
民
税
所
得
割

非
課
税
世
帯

■
有
効
期
間
／
平
成
19
年
８
月
１

　

日
〜
平
成
20
年
７
月
31
日
ま
で

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

役
場
福
祉
課
ま
た
は
最
寄
り
の
支

所
・
出
張
所
で
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る

方
に
は
更
新
書
類
を
送
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
の
お
済
み
で

な
い
方
は
今
月
中
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

　

印
鑑
、
受
給
対
象
者
の
健
康
保

　

険
証

■
問
い
合
わ
せ
／

　

福
祉
課
☎
７
７
‐
５
５
０
５

乳
幼
児
・
母
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

※
初
回
に
傷
害
保
険
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
／
８
月
20
日
㈪

■
問
い
合
わ
せ
／
健
康
増
進
課

☎
７
７
‐
５
５
０
４

※
参
加
者
に
は
、
後
日
詳
し
い
内

容
を
送
付
し
ま
す
。

Ｑ　どのような人が裁判員に
選ばれるのですか？

裁判員制度Ｑ＆Ａ

Ａ　選挙権のある方（有権者）
から裁判員を選びます。
　衆議院議員の選挙権がある
方（有権者）であれば、原則
としてだれでも裁判員になる
ことができます。ただし、選
挙権のある方でも法律上、裁
判員になることができない方
もいます。
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お知らせ７月

お
知
ら
せ

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様

へ
〜
第
八
回
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
〜

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名

国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
手
続
き
を
福
祉
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
、
出
張
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
対
象
者
（
請
求
順
位
）
／

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
①
父
母　

②
孫　

③
祖
父
母

　
　

④
兄
弟
姉
妹

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
方
等
は
除
か
れ
ま

す
。）

４
．
前
記
３
以
外
の
①
父
母　

②

孫　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

５
．
前
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
内
の
親
族

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

■
請
求
期
限
／

　

平
成
20
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課　

☎
７
７
‐
５
５
０
５

　
（
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
）

　

大
島
総
合
支
所　

☎
７
４
‐
１
０
０
１

　

久
賀
総
合
支
所　

☎
７
９
‐
１
０
０
０

　

橘
総
合
支
所　

☎
７
７
‐
５
５
０
０

　

東
和
総
合
支
所　

☎
７
８
‐
１
１
１
０

平
成
19
年
度
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験

　

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
就
学
義

務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方

等
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す

る
た
め
に
国
が
行
う
も
の
で
、
合

格
者
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

■
試
験
期
日
／
11
月
５
日
㈪

■
試
験
場
所
／
山
口
県
教
育
庁

　
（
山
口
市
滝
町
１
番
１
号
）

■
試
験
科
目
／

　

国
語　

社
会　

数
学　

理
科　

　

外
国
語
（
英
語
）

■
願
書
の
受
付
期
間
／

    

８
月
24
日
㈮
〜
９
月
11
日
㈫

■
そ
の
他
／

　

受
験
資
格
、
出
願
書
類
な
ど
詳

　

し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
教
育

　

委
員
会
学
校
教
育
課
（
☎
７
８

　

‐
２
２
０
４
）
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

家
屋
の
新
・
増
改
築
等
の
調

べ
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

20
年
１
月
１
日
の
間
に
、
家
屋
の

新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
（
一
部

取
り
壊
し
を
含
む
）
を
さ
れ
た
方
、

ま
た
は
予
定
の
あ
る
方
は
、
今
月　地魚を使ったお料理を出品される方を募集します。

　子どもたちにお魚料理を楽しく・美味しく食べてもらえ
るような料理を出品してみませんか？
◆日時／７月 31日㈫
◆場所／橘総合センター　　
◆募集内容／
　地魚を使った子どものための料理１品
◆応募資格／お魚料理が好きな方ならどなたでも
◆審査方法／
　柳井・周防大島地区から選ばれた小学生による審査
◆表彰／優勝・準優勝ほか、各賞
◆参加料／無料（出品者には材料費を支給）
◆募集人数／４名程度
◆応募期限／７月 20日㈮（期限厳守）
◆問い合わせ・応募先／
　水産課　☎７９‐１００４またはファックス７９‐
１０２１にてご応募ください。
◆その他／
　ご応募後、資料をお送りしますので、レシピ（出品）カー
ドを作成のうえ提出をお願いします。

（
７
月
）
中
旬
に
各
戸
配
布
し
て
お

り
ま
す
「
家
屋
の
新
増
改
築
の
調

べ
に
つ
い
て
（
お
願
い
）」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
８
月
31
日

ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
お
近
く
の

総
合
支
所
、
出
張
所
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
調
べ
」
に
関
す
る
ご
不
明
な

点
、
固
定
資
産
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
税
務
課
、
課
税

第
二
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　

課
税
第
二
班

☎
７
４
‐
１
０
０
８
（
直
通
）

中
高
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
使
用

す
る
事
業
者
の
方
へ

　

18
歳
未
満
の
人
を
ア
ル
バ
イ
ト

等
で
雇
い
労
働
さ
せ
る
場
合
、
労

働
基
準
法
に
よ
り

①
労
働
条
件
通
知
書
の
交
付
義
務

②
１
時
間
６
４
６
円
以
上
の
賃
金

支
払
い
義
務
③
残
業
・
休
日
出
勤

の
禁
止
④
深
夜
労
働
の
禁
止
⑤
危

険
有
害
業
務
へ
の
就
業
禁
止

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
山
口
労
働
局
労
働
基

準
部
監
督
課
☎
０
８
３
（
９
９
５
）

０
３
７
０
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

第 18回チビッコ審査員による
お魚料理コンテスト



16広報すおう大島 平成 19 年 ( 2007 年 )7 月号

お知らせ７月

お お し ま 警

察

署

だ

よ

り

み
ん
な
で　

つ
く
ろ
う　

安
心
大
島

不
法
入
国
者
・
不
法
滞
在
者
を
許
さ
な
い
町
づ
く
り

　　

集
団
密
航
な
ど
の
不
法
入
国
者
や
在
留
期
間
が
過
ぎ

て
も
出
国
し
な
い
不
法
残
留
者
な
ど
、
我
が
国
の
不
法

滞
在
者
数
は
約
20
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
昨
年
、
全
国
で
の
来
日
外
国
人
犯
罪
検
挙
件
数
は
約

１
万
８
千
人
で
、
そ
の
半
数
を
不
法
滞
在
者
が
占
め
て

お
り
、
犯
罪
形
態
も
凶
悪
化
、
組
織
化
、
地
方
拡
散
化

傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
不
法
滞
在
者
の
治
安
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
中

で
も
集
団
密
航
な
ど
に
よ
る
不
法
入
国
は
、
不
法
滞
在

者
の
供
給
源
で
あ
り
、
来
日
外
国
人
犯
罪
の
出
発
点
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

○
警
察
で
は
、「
不
法
入
国
者
・
テ
ロ
リ
ス
ト
等
を
『
入

ら
せ
な
い
』、『
定
住
さ
せ
な
い
』
街
づ
く
り
」
対
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
人
・
船
・
車
・
物
に
関
す
る
情
報
は
、

１
１
０
番
、
ま
た
は
大
島
警
察
署
（
☎
７
２
‐

０
１
１
０
）、
交
番
、
駐
在
所
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。

み
ん
な
の
力
で
密
航
防
止

農林課からのお知らせ
大雨災害への備えは大丈夫ですか？

　用排水路・農道および林道側溝の維持管理は、
　関係者の皆さんでお願いします。

　近年の災害の被災原因の多くは、『日ごろよ
り用排水路・道路側溝の管理がなされていない
ことから、ゴミや土砂の堆積により雨水が溢れ
出て、道路・田畑を崩落させるなどの原因』と
なっています。
　このことから、用排水路・道路側溝について
は、関係者の皆さんのご協力により、日ごろか
らゴミや土砂が堆積していれば取り除き、水の
流れを良くするように管理に努めていただくよ
うお願いします。

「日ごろからの備えと管理があれば
災害の防止につながります。」

催
し

文
化
講
演
会
開
催
の
ご
案
内

■
講
師
／
九
州
大
学
大
学
院

　

比
較
社
会
文
化
研
究
院

　

服
部
英
雄
教
授

　

演
題
「
潮
流
と
日
本
史
」

■
日
時
／
７
月
21
日
㈯

　

午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
整
理
費
と
し
て
５
０
０
円

■
場
所
／

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

■
主
催
／

　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会

■
問
い
合
わ
せ
／

　

大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

夏
の
周
防
大
島
満
喫
バ
ス
ツ

ア
ー
（
東
部
編
）

　

周
防
大
島
の
自
然
や
歴
史
に
触

れ
な
が
ら
、
古
民
家
で
の
か
ま
ど

炊
き
ご
飯
や
懐
か
し
い
水
鉄
砲
作

り
な
ど
、
美
味
し
く
楽
し
く
懐
か

し
い
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
内
容
／

　

な
ぎ
さ
水
族
館
〜
美
し
い
海
岸

　

線
巡
り
〜
四
ツ
子
島
を
バ
ッ
ク

　

に
記
念
撮
影
〜
久
賀
歴
史
民
俗

　

資
料
館
〜
か
や
ぶ
き
古
民
家
で

　

昼
食
〜
真
竹
で
水
鉄
砲
作
り

■
実
施
日
時
／
７
月
22
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
集
合
場
所
／

　

八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら

■
参
加
費
／

　

大
人
３
０
０
０
円

　

小
学
生
１
０
０
０
円

■
定
員
／
20
名
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
自
然
体

　

感
ク
ラ
ブ
☎
７
２
‐
０
７
９
７

　

ま
た
は
、
八
幡
生
涯
学
習
の
む

　

ら
☎
７
２
‐
２
６
０
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
波
止
釣
り
大
島

大
会

■
期
日
／
７
月
29
日
㈰

■
場
所
／
周
防
大
島
の
釣
場
一
帯

■
参
加
費
／
１
人
１
０
０
円

■
参
加
資
格
／

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
１
組
４
人

　

ま
た
は
少
年
少
女
１
組
４
人

■
持
参
品
／

　

釣
道
具
、
え
さ
、
飲
料
水
等

■
当
日
の
受
付
／

　

か
め
や
釣
具
大
島
店
・
ア
ン
グ

　

ル
大
島
店
・
片
添
漁
港
会
場

　

午
前
６
時
〜
７
時

■
申
し
込
み
方
法
／

①
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

携
帯
番
号

②
参
加
者
全
員
の
氏
名
を
カ
タ
カ

　

ナ
表
記
、
生
年
月
日

　

を
記
入
し
フ
ァ
ッ
ク
ス
す
る

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

㈶
日
本
釣
振
興
会
中
国
地
区
支
部

☎
０
８
２
７
（
８
２
）
７
２
０
８

　
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
兼
）
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

地　

田　

幸　

代

　
　
　
　
　
　
　

 （
健
康
づ
く
り
班
）

こ
こ
ろ
の
健
康

　

ス
ト
レ
ス
が
増
え
た
現
代
社
会
で
は
、「
こ

こ
ろ
の
健
康
」
に
不
安
や
問
題
を
抱
え
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
の
た
め
に
治
療
を
受
け
て
い

る
人
は
全
国
で
約
２
５
８
万
人
。
そ
の
数
は

年
々
増
え
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
に
満
ち
た
現
代

社
会
に
お
い
て
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
は
だ
れ
で

も
か
か
り
う
る
「
一
般
的
な
病
気
」
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
特
に
大
切
で
す
。
か
ら
だ
の
病
気
に
な
れ
ば
、

だ
れ
で
も
病
院
を
受
診
し
治
療
を
受
け
ま
す
。

熱
が
あ
れ
ば
解
熱
剤
を
、
痛
み
が
あ
れ
ば
鎮
痛

剤
を
も
ら
い
ま
す
。
状
態
が
悪
け
れ
ば
休
養
し

ま
す
。
こ
こ
ろ
の
病
気
も
同
じ
で
す
。
気
分
が

落
ち
込
ん
で
い
れ
ば
心
を
元
気
づ
け
る
薬
を
、

不
安
が
強
い
と
き
は
不
安
を
と
る
薬
を
飲
ん
で

心
身
を
休
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
病
気
が

こ
じ
れ
な
い
う
ち
に
見
つ
け
て
適
切
な
治
療
を

す
れ
ば
必
ず
よ
く
な
り
ま
す
。
短
期
間
で
治
る

こ
と
も
あ
れ
ば
治
療
を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て

い
る
人
た
ち
も
大
勢
い
ま
す
。

○
ひ
と
り
で
、
家
族
だ
け
で
こ
の
よ
う
な
こ
と

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

・
人
間
関
係
等
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
イ
ラ

イ
ラ
す
る

・
気
力
、
意
欲
、
集
中
力
が
低
下
し
仕
事
が
は

か
ど
ら
な
い

・
気
持
ち
が
沈
む

・
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る

・
学
校
や
職
場
を
理
由
も
な
く
休
み
が
ち
に

な
っ
た

・
家
か
ら
外
出
で
き
な
く
な
り
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
等

○
町
で
は
こ
こ
ろ
の
健
康
に
心
配
の
あ
る
方
が

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
「
こ
こ
ろ
の
相

談
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
☎
７
７
‐
５
５
０
４
）

日
時
：
毎
月
第
１
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
：
久
賀
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
な
い
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が

対
応
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
む
よ
り
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

お知らせ７月

第６回ふるさと提灯夜市

◆日時／７月 28日㈯
　午後６時～９時 30分
　雨天中止（順延はありません。）
◆場所／小松屋代口周辺
◆予定イベント／
保育園演技、生演奏、図画コンクー
ル、その他バザー、フリーマーケッ
トなど多数を予定しています。
※当日午後５時～９時 30 分まで
小松屋代口周辺は通行止めになり
ますので、大変ご迷惑をおかけし
ますがご協力のほどお願いしま
す。
◆問い合わせ／
　周防大島町商工会大島支所
☎７４‐２０１２

第 35回久賀土曜夜市

◆日時／７月 21日㈯
　午後７時～ 10時
　（雨天の場合 22日㈰に順延）
◆場所／久賀サンロード商店街
◆内容／
久賀サンロード商店街を歩行者天
国にして開催される夏のイベント
です。マウンテンマウスなどのス
テージ、エレクトーン・久賀保育
園法王太鼓演奏、バザー、金魚す
くい、ヨーヨー、フリーマーケッ
ト、ゲームコーナー、社会福祉協
議会・福祉施設のお店、ドッグレー
スなど楽しい企画満載です。
◆問い合わせ／周防大島町商工会
☎７２‐０４７８

周防大島町花火大会

◆日時／８月 16日㈭午後７時～
◆場所／橘庁舎周辺
◆内容／花火大会
　灯ろう流し・盆踊り
◆問い合わせ／
　周防大島町花火大会実行委員会
☎７７‐１１１５
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◆日時／８月 24日㈮　13：30～ 14：00（受付時間）
◆場所／たちばなケアプラザ
◆対象者／
・平成 17年 12月 30日～平成 18年２月 24日生まれの者
・平成 19年８月 24日現在、１歳６か月～２歳未満で未受診者
◆問い合わせ／健康増進課☎７７‐５５０４

１歳６か月児健康診査の
お知らせ

７月 ５日㈰ 休日当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

21日㈯ ６日㈪

22日㈰ 休日当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

７日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
育児相談〈9:30 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉 
児童巡回相談（要予約） 
〈10:00 ～ 15:00 たちばなケアプラザ〉 
申込先：子育て支援センターたちばな☎ 77 － 5505 
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉

23日㈪ 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉 
リトミック〈10:00 ～ 11:00 たちばなケアプラザ（申込不要）〉

24日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
夜間指導〈18:00 ～ 20:00 竜崎温泉温水プール〉 ８日㈬ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉

25日㈬ ９日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

26日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 
育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 10日㈮ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 日良居公民館〉 

健康相談〈12:30 ～ 14:00 情島公民館〉

27日㈮ 3歳児健康診査〈13:00 ～ 14:00 たちばなケアプラザ〉 11日㈯

28 日㈯ 12 日㈰ 休日当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

29日㈰ 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉 13日㈪ 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

30日㈪

14 日㈫
健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 

31 日㈫

健康相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉  
マタニティクラス第 1回
〈13:30 ～ 15:30 たちばなケアプラザ〉

15日㈬

８月 16 日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉

１日㈬ 17日㈮

２日㈭ 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 18日㈯

３日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 19日㈰ 休日当番医〈野村医院☎７６－００１７〉

４日㈯ 20日㈪
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 19 年６月 15 日現在）

～ゆっくり走ろう　安全大島～

人身交通事故

件数 死者 傷者

４０ ２ ４６

前年比

＋１２ ＋１ ＋１２

物損事故件数

１２９ 前年比 ＋１

今月の納税

固定資産税　　　第２期分
国民健康保険税　第１期分
　　納期限　７月 31日㈫
　　詳細は税務課へ
　　☎７４ー１００８

相談内容 実施日 時間

Ｂ・C型肝炎抗体検査 14日㈫ 10：00～ 11：00

骨髄バンク登録検査 14日㈫   9：00 ～ 10：00

乳幼児発達クリニック 23日㈭ 13：00～ 16：00

エイズ抗体検査 14日㈫   9：00 ～ 10：00

思春期・ストレス相談 10日㈮ 10：00～ 15：00

心の健康相談 21日㈫ 13：00～ 14：00

８月の柳井健康福祉センター定例保健事業

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。
■問い合わせ／柳井健康福祉センター☎ 0820（22）3631

サマージャンボ宝くじの
賞金は

１等前後賞合わせて３億円

◆発売期間／７月 19日㈭～８月７日㈫
◆抽せん日／８月 16日㈭
　この宝くじの収益金は、市町村の明る
く住みよいまちづくりに使われます。

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりませんのでご了承ください。
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０歳児：まだ足の指はよく開きま
せん。時々足の指に触れて指を動
かすことを促していきましょう。
１歳児：歩けるようになって指の
動きがよくなってきます。１本ず
つそっと引っ張ったり、指と指の間を
横や前後に開いたり、足の指を刺激し
ましょう。
２歳児：そろそろ自分で足の指に触れ
てほぐしてみましょう。両足を伸ばし
て座り足の指でグー、パーを作って遊
んでみましょう。実際にはできていな
くても、楽しんで動かしていればＯＫ。
発達が進むとスムーズに作れるように
なります。

このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。
６月お誕生日で掲載されていないお子さんがいらっしゃいました。お詫びして今月に掲載します。
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人の動き（７月１日現在）
人　口 ２１，１７８人 （19人減）

男 ９，５５４人

女 １１，６２４人

世帯数 １０，８２１戸 （８戸増）

西
にし

山
やま

こと乃
の

ちゃん
平成 18年７月２日生まれ
（橘・日前浜東）

安
やす

本
もと

祐
ゆう

子
こ

ちゃん
平成 18年７月 18 日生まれ

（橘・安下）

村
むら

上
かみ

一
いっ

心
しん

くん
平成 18年６月 14 日生まれ

（東和・森走出）

　～あし～
　最近の子どもたちが転びやすいのは足の指が縮こ

まっていることが原因の一つと言われています。足の指が
よく動き、きれいに開くと立位動作が安定し、筋肉や骨の
発達によい影響があります。赤ちゃんのうちから足の指に
刺激を与えて柔らかい良い足にしましょう。
　足の発達を一番促すのは、はだしになることです。夏は
自然にはだしで過ごすので発達にとてもよい季節です。砂
場や原っぱ、土の上をはだしで歩く機会を作りましょう。
室内なら毛足の長いじゅうたんの上を歩いても効果があり
ます。まずは足の裏にさまざまな体験をさせることです。

あ

（子育て支援センターたちばな）

平
ひら

井
い

慎
しん

也
や

くん
平成 18年７月 29 日生まれ

（橘・庄南）


